
そ
の
う
ち
艦
は
直
撃
弾
を
受
け
沈
没
の
お
そ
れ
あ
り
と

見
て
退
艦
を
命
ず
る
。
海
に
飛
び
込
み
岸
を
目
指
し
て
泳

ぐ
兵
士
に
向
か
っ
て
敵
機
が
機
銃
掃
射
を
浴
び
せ
て
来
る
。

敵
機
の
飛
来
方
向
を
見
な
が
ら
、
敵
機
が
近
づ
く
と
海
中

へ
潜
る
。
銃
弾
が
水
中
を
飛
び
交
う
中
、
ど
う
に
か
陸
に

た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
着
の
み
着
の
ま
ま
の
ぬ
れ

姿
で
久
里
浜
の
学
校
へ
と
向
っ
た
。
見
渡
す
限
り
街
は
焼

土
と
化
し
見
る
影
も
な
い
光
景
と
な
っ
て
い
た
。

八
月
十
五
日
つ
い
に
終
戦
と
な
っ
た
の
で
す
。
空
襲
で

破
壊
さ
れ
た
兵
舎
の
片
付
け
や
残
務
整
理
等
を
行
い
、
十

月
下
旬
に
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
い
に
破
れ
て
も
群
馬
県
の
郷
里
、
水
上
の
山
野
は
以

前
と
変
わ
り
な
く
私
を
迎
え
て
く
れ
た
。
以
後
六
十
数
年
、

祖
国
日
本
は
再
建
さ
れ
、
平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
変
わ
り

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
平
和
日
本
を
恒
久
に
保
っ
て

も
ら
い
た
い
と
戦
争
の
惨
さ
を
知
ら
な
い
世
代
の
方
々
に

祈
る
の
み
で
す
。

私
の
海
軍
生
活
二
カ
年

―
海
上
護
衛
戦
記
、
そ
の
生
と
死
―

京
都
府

鶴

原

甫

私
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
九
月
生
ま
れ
で
、
高
等

科
一
年
生
の
と
き
に
米
英
ら
と
の
戦
い
が
始
ま
り
、
後
日

考
え
る
と
、
ま
だ
良
き
時
代
だ
っ
た
と
は
い
え
、
就
職
も

自
由
に
な
ら
な
い
社
会
情
勢
の
時
代
で
し
た
。
そ
れ
で
周

囲
の
人
の
す
す
め
も
あ
り
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
三

日
、
海
軍
を
志
願
し
て
受
験
し
、
そ
の
場
で
合
格
が
決
ま

り
、
翌
十
八
年
二
月
十
三
日
の
土
曜
日
、
帰
宅
す
る
と
役

場
よ
り
、
七
月
一
日
、
舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
の
採
用
通
知

が
届
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
二
十
七
日
に
高
等
科
二
年
を
修
了
、

入
団
ま
で
の
三
カ
月
間
、
家
の
手
伝
い
と
、
発
足
し
た
ば

か
り
の
興
亜
青
年
学
校
に
学
び
、
六
月
三
十
日
、
多
く
の

人
の
歓
呼
に
送
ら
れ
て
村
を
離
れ
、
正
式
に
は
七
月
五
日
、

舞
鶴
海
兵
団
長
の
「
海
軍
二
等
水
兵
を
命
ず
」
で
、
昭
和
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生
ま
れ
で
、
童
顔
の
軍
人
が
誕
生
し
、
泣
く
子
も
黙
る
と

い
わ
れ
る
猛
訓
練
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

入
団
し
て
ま
も
な
く
、
私
た
ち
は
「
海
軍
練
習
兵
」
と

い
う
特
別
組
織
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
十
四
、
五
歳
の
志
願
兵
の
中
か
ら
選
び
、
将
来

海
軍
の
基
幹
と
な
る
軍
人
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

十
七
年
九
月
に
第
一
期
生
が
入
団
、
私
た
ち
は
第
二
期
生

で
舞
鶴
管
内
で
五
百
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
を
は
さ
ん
で
右
側
に
あ
っ
た
東
兵
舎

に
居
住
し
、分
隊
長
は
兵
学
校
卒
と
珍
し
く
、以
下
教
官
・

教
班
長
ら
優
秀
な
人
が
選
ば
れ
、
新
兵
期
間
は
一
般
が
三
、

五
カ
月
に
対
し
一
年
間
と
云
わ
れ
ま
し
た
。

最
も
大
き
な
特
色
は
、
国
語
・
数
学
・
歴
史
・
地
理
・

物
理
・
化
学
・
英
語
等
の
普
通
学
を
、
短
期
間
に
学
ん
だ

事
で
し
た
。
そ
の
た
め
各
専
門
の
教
官
・
教
員
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

毎
日
が
軍
事
・
普
通
両
学
の
講
義
と
、
実
地
訓
練
の
繰

り
返
し
で
し
た
が
、
一
等
兵
に
進
級
す
る
と
外
出
も
許
可

さ
れ
、
市
内
に
各
教
班
ご
と
に
、
一
般
家
庭
と
の
契
約
に

よ
る
休
憩
所
と
い
う
べ
き
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
水
泳
・
銃
剣
術
・
相
撲
・
カ
ッ
タ
ー
・
登
山
等

の
競
技
大
会
が
あ
り
、
松
尾
寺
、
舞
鶴
城
跡
等
の
行
軍
、

共
に
三
日
間
の
由
良
川
尻
の
幕
営
訓
練
、
長
田
野
演
習
所

に
お
け
る
陸
戦
訓
練
も
、
思
い
出
の
一
齣
で
す
。

し
か
し
、
新
兵
教
育
期
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、
不

利
な
面
と
し
て
、
海
軍
伝
統
と
い
わ
れ
た
罰
直
は
、
一
段

と
厳
し
く
多
か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
特
に
子
供
に

等
し
い
年
齢
だ
っ
た
故
に
こ
れ
は
思
い
が
け
な
い
地
獄
で

し
た
。

一
カ
年
の
予
定
は
、
戦
局
の
切
迫
に
よ
っ
て
十
カ
月
に

短
縮
さ
れ
、
昭
和
十
九
年
五
月
に
全
教
程
を
修
了
、
舞
鶴

海
兵
団
に
別
れ
を
告
げ
、
各
々
専
門
教
育
を
受
け
る
た
め
、

各
学
校
へ
と
別
れ
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
横
須
賀
市
久
里
浜
に
あ
っ
た
、
海
軍
対
潜
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
機
雷
術
と
水
測
術
に
大
別
さ
れ
、

私
は
前
者
で
機
雷
・
掃
海
・
防
潜
網
・
爆
雷
等
を
学
び
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
軍
の
極
秘
扱
い
で
、
教
科
書

や
ノ
ー
ト
等
の
取
扱
い
も
厳
し
く
、
卒
業
後
も
、
学
ん
だ
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こ
と
を
書
い
た
ノ
ー
ト
等
の
自
由
な
所
持
は
一
切
許
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
頭
の
中
に
入
れ
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

四
カ
月
の
教
育
を
終
わ
り
、
普
通
科
の
特
技
章
を
左
腕

に
つ
け
て
九
月
九
日
退
校
、
舞
鎮
管
下
の
全
員
は
舞
鶴
防

備
隊
（
海
上
保
学
校
）
に
入
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
思
い

出
は
、
舞
鶴
湾
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
防
潜
網
の
交

換
作
業
を
実
施
し
た
こ
と
で
す
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
六
日
、「
第
六
十
九
号
海
防
艦
」

艤
装
員
と
し
て
、
神
戸
の
三
菱
造
船
所
に
入
り
ま
し
た
。

艤
装
員
と
は
、
建
造
中
の
艦
が
竣
工
後
、
そ
の
乗
組
員
と

な
る
予
定
者
で
、
就
役
に
備
え
て
諸
準
備
を
す
る
任
務
で

し
た
が
、
宿
舎
と
造
船
現
場
を
往
復
す
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

ま
だ
爆
撃
も
な
く
、
物
資
の
配
給
も
優
遇
さ
れ
、
市
民

感
情
も
特
に
良
く
、
上
官
の
配
慮
か
外
出
も
比
較
的
自
由

で
、
海
軍
生
活
で
最
も
恵
ま
れ
た
期
間
で
し
た
。

（
海
防
艦
と
は
、
海
上
輸
送
の
護
衛
艦
と
し
て
の
必
要

か
ら
急
速
建
造
さ
れ
た
艦
種
で
、
対
潜
兵
装
は
特
に
強
化

さ
れ
、
私
ら
の
型
は
七
四
五
ト
ン
、
乗
組
員
百
八
十
人
前

後
、
就
役
し
た
も
の
百
七
十
隻
、
う
ち
沈
没
七
十
四
隻
、

損
傷
約
三
十
隻
で
し
た
）

第
六
十
九
号
艦
は
、
十
一
月
二
十
八
日
進
水
、
試
運
転

も
良
好
で
、
十
二
月
二
十
日
に
引
き
渡
し
が
あ
り
、
初
め

て
軍
艦
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
二
十
二
日
呉
軍
港
に
投
錨
し
ま

し
た
。
湾
内
に
は
巨
大
な
「
大
和
」
や
、
大
小
艦
艇
を
左

右
に
見
ま
し
た
が
、
我
が
艦
の
小
さ
い
こ
と
が
、
そ
れ
ほ

ど
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
年
齢
、
経
験
共
に
浅
か
っ

た
故
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
電
測
関
係
等
を
整
備
し
、
大
分
県
佐
伯
に
三
十

日
に
入
港
し
ま
し
た
。
こ
の
佐
伯
に
防
備
隊
が
あ
り
、
更

に
対
潜
訓
練
隊
が
お
か
れ
、
新
造
の
海
防
艦
は
、
こ
こ
で

訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

年
代
は
昭
和
二
十
年
と
変
わ
り
、
正
月
二
日
の
朝
か
ら

あ
の
有
名
な
伝
統
の
、「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
訓
練
が

始
ま
り
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
日
没
、
と
き
に
は
深
夜
ま
で
、

九
州
と
は
い
え
吹
雪
舞
う
艦
上
で
、
と
き
に
は
港
外
に
出

て
戦
闘
食
を
取
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
て

の
訓
練
が
続
け
ら
れ
、「
戦
闘
即
応
」、「
見
敵
必
殺
」
の

自
信
と
態
勢
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
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三
十
日
に
訓
練
は
終
了
、
艦
は
再
び
呉
に
入
港
し
て
弾

薬
・
食
糧
・
水
等
を
積
み
、
二
月
三
日
、
門
司
に
入
港
。

初
の
出
撃
に
貯
金
通
帳
等
を
家
に
送
り
、
久
し
ぶ
り
に
陸

上
の
風
呂
で
垢
を
落
と
し
、
健
闘
を
誓
っ
て
盃
を
交
わ
し

ま
し
た
。

二
月
五
日
早
朝
、「
出
港
用
意
！
」
の
号
令
が
飛
び
、

初
陣
に
緊
張
し
な
が
ら
岸
壁
を
離
れ
、
陸
上
や
在
泊
艦
船

の
見
送
り
を
受
け
な
が
ら
、
次
第
に
速
度
を
早
め
、
湾
外

で
護
衛
艦
二
隻
と
船
舶
五
隻
で
船
団
を
編
成
、
香
港
に
向

か
い
ま
し
た
。

二
月
の
玄
界
灘
は
狂
い
、
小
さ
な
本
艦
ら
は
木
の
葉
の

ご
と
く
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
朝
鮮
半
島
を
右
に
見
、
黄
海

を
横
切
っ
て
支
那
大
陸
に
接
近
し
な
が
ら
南
下
を
続
け
、

二
月
十
一
日
に
は
無
事
香
港
に
入
港
す
る
こ
と
が
出
来
、

盃
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
月
十
四
日
、
護
衛
艦
二
隻
が
出
港
、
海
南
島
近
く
で

防
暑
服
に
着
替
え
、
仏
印
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
付
近
で
二
隻
の

船
舶
と
合
流
、
静
か
な
南
方
の
海
を
滑
る
が
ご
と
く
南
下

し
、
二
月
二
十
三
日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
無
傷
で
投
錨

の
喜
び
を
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
南
国
の
土
を
踏
み
ま
し
た
が
、
停
泊
中
の
艦
は

そ
の
暑
さ
に
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
、
護
衛
艦
三
隻
と
油
槽
船
二
隻
で
内
地

に
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
任
務
の
変
更
が
あ
り
、
本
艦
は
同
行
と
な
っ
た
の

で
す
が
、
三
月
四
日
早
朝
の
三
時
三
十
分
ご
ろ
、
水
測
が

潜
水
艦
を
探
知
、
総
員
配
置
に
つ
い
て
息
詰
ま
る
緊
張
の

中
で
、
航
空
燃
料
を
積
ん
だ
「
パ
レ
ン
バ
ン
丸
」
に
魚
雷

命
中
、
一
瞬
に
し
て
全
船
炎
に
包
ま
れ
、
乗
組
員
が
火
だ

る
ま
に
な
っ
て
、
油
の
広
が
る
海
に
飛
込
み
、
そ
の
ま
ま

没
す
る
と
い
う
戦
場
な
が
ら
の
無
情
な
様
子
を
見
ま
し
た
。

そ
の
後
、
爆
雷
投
射
も
し
ま
し
た
が
戦
果
は
確
認
で
き
ず
。

三
人
を
救
助
し
た
だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た
。

翌
五
日
午
前
十
時
過
ぎ
、視
界
不
良
の
中
で「
良
栄
丸
」

が
魚
雷
に
よ
り
沈
没
し
ま
し
た
。
重
油
の
た
め
か
飛
火
し

な
か
っ
た
の
で
、
三
十
人
近
く
を
救
助
し
ま
し
た
が
、
厳

し
い
現
実
を
体
験
し
つ
つ
、
護
衛
艦
三
隻
は
海
南
島
楡
林

に
入
港
し
ま
し
た
。
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三
月
八
日
二
隻
で
一
隻
を
護
衛
し
て
出
港
し
ま
し
た
が
、

そ
の
夕
方
、
雲
の
隙
間
よ
り
落
と
し
た
敵
機
の
爆
弾
が
、

本
第
六
十
九
号
艦
の
中
央
部
に
命
中
、
機
械
室
と
そ
の
前

後
の
一
部
は
、
海
中
に
没
し
て
航
行
不
能
と
な
り
、
二
十

六
人
が
戦
死
し
負
傷
者
も
多
く
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
曳
航
さ
れ
て
島
陰
で
補
強
し
、
二
隻
の
海
防

艦
の
応
援
で
、
曳
航
さ
れ
て
香
港
に
向
か
っ
た
の
で
す
が
、

時
化
の
た
め
に
大
破
し
て
い
る
本
艦
は
こ
れ
に
耐
え
ら
れ

ず
、
三
月
十
六
日
の
朝
六
時
ご
ろ
、
真
っ
二
つ
に
折
れ
て

海
中
に
没
し
、
三
十
一
人
の
乗
員
が
艦
と
運
命
を
共
に
し

ま
し
た
。

私
は
何
と
か
脱
出
し
て
救
助
さ
れ
、
約
九
十
人
の
艦
の

乗
組
員
と
共
に
夕
方
、
悄
然
と
重
い
足
取
り
な
が
ら
香
港

の
土
を
踏
み
ま
し
た
。

（
終
戦
後
、
当
時
の
戦
況
を
調
べ
て
見
ま
す
と
、
昭
和

二
十
年
一
月
、
米
国
の
機
動
部
隊
は
、
南
シ
ナ
海
方
面
の

日
本
の
船
舶
を
徹
底
的
に
攻
撃
、
こ
の
た
め
一
月
中
に
百

隻
以
上
の
船
舶
が
沈
み
、
海
上
輸
送
は
致
命
的
な
打
撃
を

受
け
た
の
で
す
。
私
た
ち
も
、
そ
の
よ
う
な
被
害
の
一
部

を
目
に
し
な
が
ら
南
下
し
た
の
で
す
が
、
本
艦
ら
が
ほ
と

ん
ど
、
そ
の
危
険
を
知
ら
ず
に
南
下
で
き
た
こ
と
は
、
正

に
天
佑
で
あ
り
、
奇
跡
に
近
い
こ
と
で
し
た
）

復
路
、
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と
も
至
難
の
こ
と
で
あ
り
、

私
ら
の
船
団
の
後
か
ら
、
最
終
の
十
六
隻
の
船
団
が
編
成

さ
れ
、
三
月
十
九
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
港
し
た
の
で

す
が
全
滅
。
こ
れ
で
南
方
と
の
輸
送
路
は
絶
た
れ
た
の
で

す
。と

こ
ろ
が
前
述
の
二
隻
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
救

助
さ
れ
た
我
々
第
六
十
九
号
艦
の
乗
組
員
は
半
数
に
分
か

れ
て
、
三
月
十
七
日
夕
方
に
便
乗
し
、
翌
未
明
に
出
港
、

途
中
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
二
十
七
日
に
門
司
に

帰
投
の
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

門
司
か
ら
舞
鶴
海
兵
団
に
入
り
、
こ
こ
で
補
充
員
と
し

て
待
機
、
昭
和
二
十
年
五
月
三
日
に
、
今
度
は
、
第
百
六

十
号
海
防
艦
艤
装
員
と
な
り
、
兵
庫
県
相
生
市
の
播
磨
造

船
所
に
転
勤
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
生
活
は
、
市
内
も
造
船
所
も
貧
弱
で
不
便
、

食
糧
も
不
足
し
、
軍
規
も
地
方
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
を

３６７



考
慮
す
る
と
、
融
通
の
き
か
な
い
厳
し
い
も
の
で
、
神
戸

の
生
活
と
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
的
な
も
の
か
、
材
料
の
不
足
等
が
原
因
か
は
不
明

で
す
が
、
第
百
六
十
号
海
防
艦
は
試
運
転
等
を
重
ね
て
も

性
能
が
不
良
で
、
長
い
艤
装
員
生
活
を
し
て
い
る
う
ち
に

八
月
十
五
日
を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
各
地
へ
の
米
軍
の
爆
撃
が
激
し
く
な
り
、

対
潜
訓
練
隊
は
佐
伯
か
ら
石
川
県
七
尾
に
移
転
し
、
新
造

艦
は
日
本
海
に
入
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
関

門
海
峡
の
米
空
軍
の
投
下
・
敷
設
し
た
機
雷
と
、
米
潜
水

艦
も
入
っ
て
い
た
日
本
海
を
、
訓
練
し
て
い
な
い
艦
が
突

破
す
る
こ
と
の
可
否
を
考
え
る
時
、
艦
の
機
能
欠
陥
に
よ

る
遅
れ
は
全
乗
組
員
に
と
っ
て
は
大
き
な
幸
せ
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

私
は
長
男
で
あ
っ
た
た
め
、
第
一
回
目
の
復
員
者
と
な

り
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日
に
艦
を
去
り
ま
し
た
。

別
れ
を
告
げ
る
艦
長
の
声
が
震
え
、
涙
の
中
で
か
わ
す
別

れ
の
盃
で
、
私
の
二
年
二
カ
月
の
海
軍
生
活
は
終
わ
り
ま

し
た
。

「
昭
和
の
白
虎
隊
」
と
も
い
わ
れ
た
海
軍
練
習
兵
（
特

別
年
少
兵
）
で
す
が
、
海
軍
部
内
で
も
、
こ
の
よ
う
な
制

度
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

一
期
生
の
三
千
二
百
人
の
う
ち
約
二
千
人
が
、
二
期
生

の
三
千
七
百
人
の
う
ち
約
千
二
百
人
が
、
各
々
少
年
の
身

で
国
家
の
た
め
に
殉
じ
ま
し
た
。

現
在
の
高
校
一
年
生
の
、
秋
以
降
に
相
当
す
る
若
さ
で

す
。
そ
の
こ
と
を
思
う
時
、
哀
れ
さ
に
、
遣
り
切
れ
な
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
の
網
野
町
出
身
の
練
習
兵
は
六

人
、
う
ち
二
人
が
戦
死
し
て
い
ま
す
。

生
存
者
の
有
志
に
よ
っ
て
、
東
京
の
東
郷
神
社
境
内
に
、

昭
和
四
十
五
年
五
月
、
時
の
皇
后
陛
下
の
御
歌
を
頂
い
た
、

慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
永
久
の
冥
福
を
祈
る

だ
け
で
す
。
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